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一
竜
域
社
会
を
考
え
を
電
民
憲
議
会

一
で
は
、
ま
畿
市
長

■

一
誌
東
し
た
こ
と
は
守
る
こ
担
当
係
員
が
変
わ

っ
て
も

一
と
言
明

し
て
、
部
下
の
、
や
や
も
す
れ
ば
逃
げ
と
ご
ま
か
し
の
応
待
ぶ
り
に

反
省
の
色
を
見
せ
た
。

第
九
回
総
会

（十

一
月
九
日
）
で
は
現
役
員
が
明
年
四
月
ま
で
残

留
し
、
四
月
を
新
し
い
年
度
入
り
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

昭

和

５４
年

度

の
主

な

活

動

記

録

５４
・
・
月
　
気
流
調
査
実
験

（大
気
拡
散
調
査
）
の
全
資
料
提
出

を
当
局
に
要
望
。

２
月
　
特
別
研
究
部
会

（研
究
部
と
は
別
）
が
発
足
。

３
月
　
反
対
看
板
修
理
と
新
設
。
風
船
揚
げ
デ
ー
タ
の
三
年

分
ま
と
め
る
。

４
月
　
会
と
市
に
よ
る
気
流
調
査
勉
強
会
開
く
。

５
月
　
渡
辺
市
議
と
懇
談
。
不
在
地
主
調
査
完
了
。

６
月
　
本
谷
、
増
田
両
市
議
と
そ
れ
ぞ
れ
懇
談
。

市
議
会
建
設
環
境
委
員
会
所
属
の
各
党
議
員
へ
の
陳

情
開
始
。

７
月
　
筒
井
県
議
、
河
上
前
市
議
Ｌ
懇
談
。

ｉ
二
一　
　
Ｉ

，
こ
〓
一Ｔ
墓
一〓
ユ
一ヽ
百
〓
薔
貫
キ
・一書
〓
ｉ
■
二
一一豊
一■
一驚
■
・ｒｉ

■
ｔ
〓
青
、
様
化
推
進
と
自
動
車
道
路
健
進
Ｌ
Ｅ
す

盾
つ
く
。

■
月
　
第
九
回
総
会
。
四
月
を
新
年
度
と
し
そ
れ
ま
で
役
員

残
留
を
決
定
。

・２
月
　
地
域
社
会
を
考
え
る
区
民
懇
談
会
に
出
席
。

昭
和
５５
年
度
の
活
動

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
名
古
屋
招
致
活
動
が
す

っ
か
り
表
面
化
し
、
高

速
道
路
も
１
号
線
は
東
名
阪
高
速
道
路
と
接
す
る
中
川
区
千
音
寺
Ｉ

Ｃ
か
ら
中
村
区
鳥
森

へ
向
か
っ
て
工
事
が
進
み
、
２
，号
線
は
大
高
―

円
上
の
完
成
に
つ
い
で
円
上
―
東
新
町

へ
の
着
工
準
備
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
に
付
随
す
る
か
の
よ
う
に
市
と
公
社
は
、
緑
橋
と
新
池
付
近
の

換
気
所

（
ト
ン
ネ
ル
の
排
気
塔
）
で
二
月
末
に
環
境
測
定

（気
流
調

査
な
ど
）
を
し
た
い
と
申
し
入
れ
、
結
局
、
会
も
了
承
し
て
実
施
さ

れ
た
。

第
十
回
総
会
は
四
月
十
九
日
。
本
年
か
ら
こ
の
四
月
か
ら
を
会
の

新
年
度
と
す
る
こ
と
と
し
、
早
川
会
長
、
事
務
局
、
部
長
会

（た
だ

し
部
長
は
月
ご
と
交
代
も
可
）
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ｏ
筒
井
県

議
、
本
谷
、
増
田
両
市
議
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。
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五
月
、
気
流
調
査
の
補
完
作
業
を
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
当
局

か
ら
あ

っ
た
が
延
期
を
回
答

（七
月
に
実
施
さ
れ
た
）
。
名
大
の
中

川
先
生
を
囲
む
勉
強
会
や
市
と
の
交
渉
が
続
く
。

七
月
十
九
日
の
渡
辺
市
議
、
加
藤
西
山
学
区
区
政
協
力
委
員
長
と

の
懇
談
を
皮
切
り
に
、
河
上
氏
、
増
田
市
議
、
筒
井
県
議
、
本
谷
市

議
と
の
懇
談
が
八
月
い
っ
ぱ
ぃ
行
わ
れ
た
。
加
藤
区
政
協
力
委
員
長

の

「
ル
ー
ト
変
更
が
よ
い
。
学
区

へ
呼
び
か
け
る
場
を
つ
く
る
」
と

の
発
言
や
各
議
員
の
激
励
、
協
力
が
心
強
か
っ
た
。
九
月
に
は
再
び

加
藤
委
員
長
と
懇
談
し
た
。

吉
池
登
氏
を
中
心
と
す
る
特
別
研
究
会
の
労
作

「
市
と
公
社
に
よ

る
気
流
調
査
実
験
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
」
が
完
成
し
た
が
、
会
員

へ
の
公
表
と
当
局

へ
の
提
出
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

十

一
月
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
運
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り

，
強
化
が
７８
％
、
学
区

へ
の
呼
び
か
け
は
賛
否
半
ば
、

組
織

・
運
営
で
は
各
種
意
見
の
乱
出
で
統

一
方
向
が
な
く
、
役
員
志

向
者
の
少
な
い
の
が
目
立
っ
た
。

・

昭
和
“
年
度
の
主
な
活
動
記
録
　
　
　
・

５５

・
２
月
　
換
気
所
予
定
ニ
カ
所
で
環
境
測
定
な
る
調
査
を
当
局

が
実
施
。

４
月
　
第
十
回
総
会
。
会
長
、
事
務
局
、
部
長
会
の
体
制
。

５
月
　
気
流
調
査
の
補
完
作
業
実
施
を
当
局
が
申
し
入
れ
、

延
期
を
回
答
。

７
月
　
渡
辺
市
議
、
加
藤
区
政
協
力
委
員
長
と
懇
談
。

市
と
公
社
が
五
月
に
申
し
入
れ
た
調
査
を
実
施
。

８
月
　
増
田
市
議
、
筒
井
県
議
、
本
谷
市
議
と
順
次
懇
談
。

■
月
　
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。

昭
和
５６
年
度
の
活
動

名
古
屋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
現
か
、
高
速
道
路
は
ど
う
な
る
―
で
明

け
た
こ
の
年
。
二
月
初
め
当
局
が
環
２
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
着
手
を
発

表
、
会
も
九
月
末
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
で
の
投
票

（
ナ
ゴ

ヤ
か
ソ
ウ
ル
）
を
ひ
か
ぇ
て
緊
張
し
切

っ
た
。
組
織
強
化
や
当
局

へ

の
対
応
策
に
鳩
首
協
議
を
重
ね
、
い
ょ
い
ょ
第
十

一
回
総
会
で
会
の

姿
勢
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
早
川
会
長
に
留
任
を

お
願
い
し
、
新
た
に
運
営
委
員
制
度
を
布
い
て
ベ
テ
ラ
ン
・
気
鋭
十

二
人
が
登
場
、
事
務
局
を
置
い
て
こ
れ
ら
幹
部
全
員
が
会
の
先
頭
に

立
つ
こ
と
と
し
た
。
部
長
制
は
な
く
し
、
各
担
当
運
営
委
員
が
渉
外

・
連
絡
、
研
究

。
調
査
、
広
報

・
財
務
各
部
の
責
任
リ
ー
ダ
ー
も
兼

ね
る
体
制
。
し
か
も
運
営
委
の
任
期
は
二
年
。
ま
た
会
員
は
特
別
な
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事
管
ユ
な
■
睡
■
、
■
ず
れ
か

，
Ｉ
〓
鶴
す
〓
と

―ヽ．
３
．臨
簑
毎
制
で

ま
ぅ
た
．
■

一
種
二
運
営
委
要
鮭
ｔ
渋
定
、
会
雲
ｒ
違
姜
発
行
と
Ｐ

Ｒ
販
発
行
ｉ
決
め
た
。
ま
た
風
経
揚
げ
は
、
早
朝
の
デ
ー
タ
が
得
尽

く
さ
れ
た
の
で
月
二
回
夕
刻
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

渡
辺
市
議
が
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
れ
た
の
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
。
会

で
は
六
月
二
十
八
日
の
祝
賀
会
に
五
十
人
が
出
席
し
て
お
祝
い
す
る

と
と
も
に
協
力
を
お
願
い
し
た
。

運
営
委
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
招
致
実
現
と
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

の
平
和
公
園
案
と
に
絡
み
、
高
速
道
路
１
号
線
が
変
更
計
画
ど
お
り

藤
巻
町
の
地
下
を
通

っ
て
環
２
の
高
針
Ｉ
Ｃ
へ
抜
け
る
の
で
は
、
従

来
の
反
対
理
由
に
加
え
て
市
に
と
っ
て
さ
ら
に
致
命
的
と
な
る
と
の

判
断
か
ら
、
市
に
対
し

ク
ル
ー
ト
変
更
　
の
要
望
を
強
力
に
押
し
進

″

め
る
決
意
を
固
め
た
。
八
月
、
こ
の
問
題
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（運
営

委
の
意
向
支
持
８７
％
）
と
陳
情
書
添
付
の
署
名
集
め

（
一
三
九
世
帯
、

四

一
八
人
が
署
名
）
を
行

っ
た
。

九
月
五
日

（市
議
会
の
初
日
）
全
員
陳
情
。
渡
辺
市
議
の
お
骨
折

り
も
あ
り
、
本
山
市
長
は
ル
ー
ト
変
更
要
望
に
つ
い
て
検
討
を
約
束
、

各
党
も

「
会
の
要
望
は
理
解
で
き
る
」
と
し
た
。
´

会
で
は
加
藤
区
政
協
力
委
員
長
と
も
会
談
。
同
氏
は
会
の
方
針
に

評
価
を
示
し
、
学
区
民

へ
の
橋
渡
し
を
約
束
し
た
。
そ
し
て
九
月
七

〓
、
壺
■
手
〓
〓
．壼
摯
ｉ
長
妻
議
で
一彙
一言
警
彗
町
豊
摯
会
長
が
き
■

選
動
ぶ
摯
一
方
針
な
ど
を
詳
し
く
載
義
し
た
〓

こ
の
間
、
八
―
九
月
に
か
け
て
会
で
は
井
戸
水
調
査
を
行
い
、
三

十
戸
も
が
井
戸
を
持
ち
、
中
に
は
七
十
五
傷
も
堀

っ
て
い
る
家
庭
が

あ
る
こ
と
、
水
質
は
多
少
、
問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
デ
ー
タ
を
得

た
。
高
速
道
路
に
よ
っ
て
水
が
出
な
く
な
る
恐
れ
も
、
と
の
声
が
広

が

っ
た
。

九
月
末
日
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
ソ
ウ
ル
に
決
ま
っ
た
。
十
二
月
に

は
大
阪
空
港
訴
訟
の
住
民
敗
訴
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
会
で
は
こ

の
年
の
盛
り
上
が
り
と
運
動
方
針
を
堅
持
し
、
今
後
と
も
息
の
長
い

運
動
を
継
続
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
の
だ

っ
た
。

昭
和
５６
年
度
の
主
な
活
動
記
録

５６
・
２
月
　
当
局
、
環
２
ア
セ
ス
メ
ン
ト
着
手
を
発
表
。

４
月
　
第
十

一
回
総
会
。
運
営
委
制
発
表
。

６
月
　
渡
辺
市
議
会
議
長
就
任
祝
賀
会
に
会
か
ら
五
十
人
出

席
。

８
月
　
ル
ー
ト
変
更
要
求
に
し
ば
る
運
営
委
案
に
賛
成
８７
％
０

９
月
　
市
長
、
市
議
会
各
党

へ
全
員
陳
情
。

井
戸
水
調
査
完
了
。
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加
藤
区
政
協
力
委
員
長
と
会
談
。
西
山
学
区
内
自
治

会
長
会
議
で
藤
巻
町
の
運
動
を
説
明
。

８８
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
名
古
屋
、
ソ
ウ
ル
に
敗
れ
る
。

二
月
　
日
本
環
境
会
議
に
参
加
。

昭
和
ｒ
年
度
の
活
動

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
い
う
事
態
は
消
え
た
が
、
運
動
は
恒
例
の

元
旦
早
朝
風
船
揚
げ
で
始
ま
っ
た
。
風
船
に
会
名
、
連
絡
先
名
の
エ

フ
を
つ
け
て
飛
ば
す
新
趣
向
も
試
み
ら
れ
た
。
春
に
は
鏡
ヶ
池
線
反

対
期
成
同
盟
会
長
と
の
話
し
合
い
や
公
害
道
路
現
地
見
学
会

（岡
崎

方
面
）
の
バ

ス
旅
行
も
実
施
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
、
略
図
つ
き
の
隣
接

地
区
あ
て
広
報
の
発
行
も
始
め
た
。

第
十
二
日
総
会
は
四
月
二
十
五
日
。
任
期
二
年
の
運
営
委
制
な
の

で
毎
年
頭
を
痛
め
た
人
事
問
題
は
な
く
、
筒
井
県
議
、
本
谷
、
増
題

両
市
議
、
渡
辺
市
議
秘
書

（本
人
議
長
で
多
忙
）
の
来
賓
出
席
を
得

て
、
後
退
な
き
運
動
を
確
認
し
合

っ
た
。

夏
に
は
、
環
境
庁
長
官
、
建
設
大
臣
、
愛
知
県
知
事
、
各
党
県
連

，
へ
の
陳
情
、
不
在
地
主
へ
の
再
度
の
協
力
呼
び
か
け
、
風
船
揚
げ
全

員
参
加
、
高
速
道
路
公
社

へ
の
陳
情
と
運
動
推
進
に
拍
車
を
か
け
た
。

秋
、
会
と
市
の
共
同
に
よ
る

「
環
境
影
響
調
査
」
な
ど
の
勉
強
会

鼻
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